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１． 研究概要

１-１．背景と目的

 近年では、建築家や建築設計者は、建築や空間などの
モノを創出する設計だけではなく、場の交流やイベント、
コミュニティなどのコトを創出する運⽤まで職能を拡張
する動きが⾒られるようになった。 その背景には、少
⼦⾼齢化や⼈⼝減少などが原因で⼈の交流が希薄化して
いることや、⼈のライフスタイルや、コミュニティの多
様化が進む社会において、建築をデザインすることだけ
では、その社会に追従しきれない１）と考えた建築設計
者が増えてきたということが挙げられる。これらのこと
から、運営まで関与してプログラムと建築の両⽅をデザ
インする「デザインオペレーション」の⼿法も⾒られる
ようになった。
 本研究では、コミュニティの醸成や、建築の質の向上
が期待される設計者が運営に関与する事例に着⽬する。
 シェアハウスでは、1 つの建築の中に都市的なつなが
りが⽣まれる※２。そのため、設計者が運営に関与する
シェアハウスでは、設計とプログラムを設計することで
コミュニティの醸成がうまく⾏われているのではないか
と考えた。対象に、その運営実態や設計趣旨、空間の特
徴を整理することで、設計者が運営に関与することの意
義を明らかにすることを⽬的とする（図１）。

図１；本研究の背景と目的

１-２．本研究の位置づけ

 シェアハウスに関する既往論⽂は、運営者が建築家では
ない事例に関する研究として平⼭らの研究２）が計画と運
営の観点で⾏われており、丹⽻らの研究３）が運営から空
間構成の観点で⾏われている。⾺場らの書籍４）では計画、
運営、空間構成まで通して記されている。榎らの研究５）

は建築家が運営に関わる事例も対象に含まれている
（表１）。
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表２：質疑項目　

左：設計事務所で企画から設計を行う事例への質疑項目
右：UDS 株式会社への質疑項目

２.　研究方法と対象

２-１.　研究方法

①ヒアリング調査
　対象事例の設計者や運営者を対象にヒアリングを行
う。質疑項目は入居者、企画、運営、設計、企画×設計
×運営の５つに大別される（表２）。UDS 株式会社は運
営と設計で部署を分けて行う体制のため、項目を一部変
更している。



３. ヒアリング調査

　ヒアリングを行った内容から各事例の運営の特徴をま
とめた（表４）。3-1 では、運営に関する共通点を述べた。
3-2 では、設計が関係する運営の特徴を整理した。
３－１．運営の共通点

１）入居者選定
　家賃設定やシェアハウスのコンセプトを持たせること
で、入居者を選定している事例が複数見られた。それに
より、運営者の想定に近しい人が入居するようになり、
トラブルの防止や、地域との交流に繋げていることがわ
かった。　
２）イベント
　積極的にイベントを行おうとする事例では、シェアハ
ウス内の交流だけでなく、地域の人を巻き込んだイベン
トや、入居者自身で企画して行うイベントや活動まで行
われていることがわかった。
３-２.　設計が関係する運営の特徴

　竣工後に空間の変更を行うことで新たな居場所や交流
が生まれている事例が見られる。また、挑戦的に設計
した空間の利用される様子を確認できるため、設計に
フィードバックされやすいことがわかった。

②空間分析

　対象事例の図面を読み込み、ヒアリング調査、現地調
査から得た設計方法の特徴を整理する。
２-２.　本研究の対象

　本研究では、企画から運営までのプロセスの中で設計
と運営を部署に分けて組織として一貫して行うものと、
設計事務所がまとめて一貫して行うものの２つの体制に
当てはまるものであり、新建築や住宅特集、WEB マガ
ジン「COLOCAL」に掲載されている企業のシェアハウ
ス事例を対象とした（表３）。

表３：本研究の対象事例と概要

表４：各事例の運営の特徴
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既存 竣工後の空間の変更

西日暮里のシェアハウス 設計・運営：勝亦丸山建築計画

今川のシェアハウス 設計・運営：勝亦丸山建築計画

はとやまハウス 設計：RFA 運営：RFA（鳩山町コミュニティ・マルシェ）

シェアハウス coclass 設計：らいおん建築事務所＋夏水組 運営：北九州家守舎

アンテルームアパートメント大阪 設計・運営：UDS 株式会社

井の頭アンモナイツ 設計・運営：Studio Tokyo West

図２：空間の特徴のまとめ



４.　空間分析

　本章では、3章のヒアリングの結果や、現地調査の内
容を踏まえ、空間分析を行う。そして、設計者が運営に
関与するシェアハウスの設計方法の特徴を明らかにす
る。4-1では、設計方法に関する特徴を述べる。4-2では、
運営が関係する設計方法の特徴をまとめる。
４-１.　設計方法の特徴の整理

　各事例の空間の特徴をまとめた（図２）。
　設計に関する特徴としては、どの事例でも共有部を豊
かにしたり、居心地を良くするために工夫がされている
ことがわかった。その工夫は事例ごとに様々な方法で行
われていることがわかった（表５）。
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１）設計者に対する効果
　設計料以外の収益が得られることで設計時事務所とし
ての経営が安定すること、運営について深く理解するこ
とができ、事業に関する提案に説得力が増すこと、人体
や身体の解像度が上がり、利用者像をより明確に想像で
きるようになることで設計に活かされることがわかっ
た。また、運営に関与する事例が増えていくことで、挑
戦的に設計した空間の利用状況を確認できるため、設計
にフィードバックされることも確認できた。
２）空間に対する効果　
　竣工後も空間の変更ができることで、生活上の問題を
解決し、建築の質を高めることができること、新たな居
場所を創出することで居住者の生活を豊かにすることが
できることがわかった。
３）交流に対する効果
　シェハウス内に留まらず、外部にも新たに居場所を創
出することで、地域の人との交流の場が生まれる事例を
確認できた。
6.　結論

　本研究では、運営の特徴や、設計方法の特徴を整理し、
設計と運営の関係性を明らかにした。運営の共通点とし
ては、家賃設定やシェアハウスのコンセプトによって入
居者を選定していること、地域の人を巻き込んだイベン
トや、入居者自身で活動しているという共通点が見られ
た。設計方法では、共有部を豊かにするために様々な工
夫がされていることがわかった。設計者が運営に関与す
ることで設計者に対する効果、空間に対する効果、交流
に関する効果があることがわかった。
７.　今後の展望と課題
　今後の展望としては、入居者の意見を聞き、空間の使
われ方などを見ていきたい。また、設計者が運営に関与
していない事理と比べることで、さらに設計者が運営に
関与する意義を明らかにできるのではと考える。

表５：共有部を豊かにするための設計の工夫

４-２.　運営が関係する設計方法の特徴　

　竣工後に空間を変更することで、生活上の問題を解決
したり、劣化した部分を補修している事例が見られた。
また、新たに家具を配置したり、居場所となるものを製
作している事例も見られた。
　シェアハウス coclass では、事業性から 5室収まるよ
うに設計されていたが、5室満室になると生活しづらい
ことから 1室空きの状態で満室としていることで運営
により調整されていた。
５．設計と運営の関係

　ヒアリングや空間分析から設計と運営が関係する特徴
があることがわかった。これらのことから、設計者が運
営に関与することで得られる効果をまとめる。


